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　前提　木星の四大衛星の相劃的な大さは，最初1797年に，ウィリアム・ハ1
シェル卿に依って近似的に決定され，其後一世紀の聞，第三衛星は凡そどの衛
星よりも最も大きなものと考へられ℃居たのである．斯くの如き決論は，最も
彊力な望違鏡を通じて，愼重な測臓器的測定に依って，正しく判定されたので
あるが，然しそれでも猫ほ，其後こうした測微器に依る観測では，望遠鏡の口
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径が大きくなるにつれて，第三と第四の爾衛星の覗直径の差は釜々勘なくなる
一方であった．（ハ1シェル時代には第三が1！’8，第四は1！t5位とされて居たの
であるが，其後どちらが大きいか良く判らなくなって來たのである．一鐸者註）
所で其れには，ヘンリレノリス・ラッセル教授が計測した所の第三衛星の反射
能は0．35，第四は0．14以下（木星の場合は最も1E確に見て0．45）と云ふ爾衛星聞
の著しい反射能の差異から必然的に生する影響が閑却されて居たのであった．
然し元來，廻折現象と光輝が，三際の大きさよりも過大硯させる所の誤導作用
と云ふものは，計測される目的物の光輝が強ければ旧いほど，一三引く働くの
であるから，この事を念頭に置V・て考察すれば，木星の衛星が占める様な小さ
な圓盤像の角度の測微器的測定では，全て著しい影響を輿へる所の或る系統的
な誤差が存在する（巳を得ない）と云ふ事が解る筈である．（此の事は金星の直
裡を測定する場合には，夕闇中に測った場合が最も大きく，次が日中の場合更
に太陽面経過の場合には最も小さい値になる事からしても良く了解される事で
ある．一蹴者註）だから此の様な已を得なV・誤差を避ける爲に，近代的な干渉
計を使用すれば確かに有利な所もあるが，然し最も簡箪に木星の衛星の相封的
な大きさをハツキリさせる方法は衛星が木星の影に入るのにかしる時間を計る
事である．（干渉計となると，設備も大攣であるのと，干渉計は木星の衛星なん
かを計るより，もっと他に重大な任務を澤山持って居るのである．一課者註）
所で，J．　C．スチワ1ト氏が，此の食を計時した多年の観測結果に依って，木
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星の第四衛星はむしろ第三衛星よりも極く僅か大きなのではないだらうかと云
ふ永年の疑問が立誰されたのである．從って結局，第四衛星こそ全太陽系中の
最大の衛星だと云ふ事になるわけである，
　斯の様な大して必要もなV・前言をしたのは，實は多くの古い天文書は勿論の
事，新しV・B・A．Aのハンドブックにさへ，第三衛星の方が第四衛星よりも
大きいと記載されて居るから，一三解読して置いた迄なのである・
　今日では良く知られて居る檬に，要するに木星の第三，第四衛星は，地球唯
一の大衛星たる月よりも，数段と旧きV・だけではなく，質：量の鮎では，假りに
爾衛星を合しても水星より劣るけれども，容積上では，僅か乍ら双方とも水星
よりさへも大きいのである．（水星の直樫は大鰐5000km，質量は不正確である
が，大燈地球の0．04～0．05帥ち月の3．2～4．0倍位とされて居る．一：■旧註）
　屡々起る第三衛星の延伸像と莫の原因　此の現象は，1797年にハ1シェルが，木
星の四大衛星の型熊は球状ではないかも知れないと云ひ出した時には，もう彼
には認められて居たに違ひない．其後，1850の回る日に，ラッセルが第三衛星
は確かに圓型ではないと云ふ事を見付け，次いで，此の事は，ヤツキ，バ1ト
ン，及其他の多くの人々からも同檬に注目されたのであった．（其の原因に平し
ては當時何等の定論もなく，申には突飛な論も出た程である．一課者註）然る
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イビツに1921年になって，T．　E．　R．ブイリツプス師は，“此の衛星の見掲上の歪曲は
軍に衛星上の斑黙に依るのであって，實際にヘシヤゲタ恰好をして居るのでも
なければ，叉，猫更の事，アメリカで突拍子もなく云ひ出された所の流星群に
依るのだと云った風なものでは無い”と読明する事に依って，此の不思議とさ
れて居た謎を，巧く，且つ完全に解決したのであった．
色　ハ1シェルは室をバックに，第三衛星は白色だと認めた．亦，メドレル
は黄色がかつだ色，セツキは赤ばんだ色，ホ1ルデンとキ1ラiは濃黄色，ワ
ウフは明るいオレンヂ色，モ1レスウオ1スはバラ色を含まない淡青色がかっ
た黄色V・櫻：草色，T．　E．　R．ブイリツプス師は少し黄昧がかsつた白色，筆者
は極く淡い鳶色氣のか製つた強い椎黄色と見てみる。
纒過の際に於ける見掛の饗化　今問題に取扱ってみる所の衛星（第三）は，木星
の端にまたがった場合，或は内接（維過の際に於ける第二接燭に當る）した場合
3，16 木星面経過の際に於けろ木星第三衛星の模様に就いて 天界209
には，第一，第二衛星と同様に光輝は攣らなV・が，然し更にもう少し木星面内
へ突入した時には，普通の場合では，大引漕えて見えなくなる傾向がある．然
るに木星の中央部まで來ると，常にうす暗く或は黒味力救って見え，時には張
く黒く見える事すらある．こう云ふ現象は1665年にJ．P．カツシ＝に依って最
初留意されたのである．此の事は，木星の光輝の，周縁に於ける減少に依って
一般的には論明出來るが，然しながら衛星自身に甚だしV・表面の不二な輝きが
ある屈めと共に，同様に木星の表面でも極地方が黒v・ことや，或は縞や，帯，
大赤斑，及び其の他にも白或は黒V・部分があるために，必ずしも定石通りに行
か無い．（例へば中央に來ても，黒V・斑鮎だとか，下等の所では，必ずしも衛
星が黒，く見えるとは言へなV・のである．一卜者註）
　二個の不等の鳶色の斑鮎と由色の斑鮎，大口径と小口径望蓮鏡の比鞍能カ　コントラ
スト効果に依って四大術星は，室を背景にした場合には，筆者には火星或は水
星と同様に，其の周邊近くの殆ど総ての暗V・模様を清してしまふ程に周邊の光
輝が強く見受けられる．それ故に，経過をしてみない時には，之等の衛星は主
として其の中央部分に黒い斑窯が見られる．だから経過の際に常に黒く見える
第四衛星を除いては，術星の表面摸様は木星面上に可なり喰ぴ入った時に最も
都合よく槻測され得るのである．
　カッシニは1694年，マラルデ■は1707年，メツシヤ1は1760年に第三衛星面
上に暗い斑黙があると言った．併しながら彼等最高の天賦の才能のある観測者
も，當時の不充分な光學機械では，この小さい地盤像上の斑鮎を詳細に観取す
る事は出來得なかった．それ故に，彼等の記してみる所は衛星の暗い半過現象
に關するもののみであった・
　衛星上の二つの虞に黒V・斑黒占は，最初1849年にダウエスに依って61／3吋（16
cm）の屈折望遠鏡で認められた．そして此の事實は，　A．スタンレ】，ウイリ
アムズ氏の顯示に依って我々が知った所の，自1ち“大観三者の熟練を以てせば
61／，吋（16cm）と云った比較的大きくはない口径でも，非常に有力な器械となり
得る”と云ふ注意すべき事柄を裏書きするものである．斯くして1849年2月11
日の経過現象の際に，ダウエスは，主として衛星の北4≧球に，丁丁楕二形の潤
色の斑黙が，南西から北爽へかけて傾斜した淡い暗色の條で分けられた様にな
天界209 木星両纏過の際に於ける木星第三衛星の模様に就いて 34・7
つて存在して居るのを描歯した（口糟参照）．是等の爾斑鮎中，西南側の方が東
側のものよりも僅かに大きく，且つ，爾者共に東北端ほど黒さを増して居ると
云ふ事も同時に見て居る．其後再びダウエスは1860年の経過現象の際に同檬な
斑黒日を同様な位置に再認したのであるが，然し，工867年8月21日更に再び経過
現象の時に見た所では，此れ等の模様が，前とは殆んど其の儘でありながら，
全く反封の位置，帥ち北東部ではなく，逆に西南部を占めて居る事を充分な注
意深さを以て記して居る．然し，獲念乍ら，後の三一鏡が集光力に不足して居
たが爲に，彼よりも更に大きな器械を使用した者により，すぐさまに氣付かれ
た所のもの，云はば筆者がム1ドン天文豪の33吋（83cm）屈折望遠鏡で見た時
に，著しい特懲だと思はせた所の鳶色の斑鮎をば，彼ダウエスをして充分に認
め得させる事が出來なかったのである．
　経過の際に於ける第三術星の略地理圖（地圖は面白くないかも知れないが）は
挿し壼で示されて居る．此
の圖は殆んど筆者の観測に
基いて居り，且つ7秤動を
除いては，木星からは全く
永久に見る事の出來ない所
の此の衛星龍の片牛球面を
示したものである．
　さて，次に筆者は工850年
以來の他の槻測者の槻弓の
様子を報告しやう．其れに
就いては以後簡略化する下
めに，術押上の西北の大き
な鳶色の斑風早はA，東方の
小さい且つ淡v・斑顯はB，
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爾熱感問を分けた條になって居る事理の様な部分を。，南方地匿を占めて居る
違い黄色の所をばΩと云ふ字で示す事にする．叉第三衛星の経過の際に於V・て
他の冷冷春に依って記録された扇子を示す所で，私自信の附加する説明は（）
の中に入れて，舞冷する様にする．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（未完）
